
東アフリカにbけるイギ、リス企業の成立と活動

I イギリスと策アフリカの貿易関係

イギリスの東アフリカに対する通商関係が始ま

ったのは， I9iit紀末のことであるo 東アフリカに

対するヨーロッパ諸凶の経済的関係は，西アフリ

カに対する関係と非常に異なっており， 商業取引

の中核となるやし油のような産品もなく，したが

って私的商業資本にとってあまり魅力のある場所

ではなかったo しかし冷静：な高原地域はヨーロッ

パ人移民を引きつけ， ~・アフリカの伝統的社会に

はない新しい成業を導入した。その結果として輸

出周作物が栽培されるようになったが， とれら作

物は，利益をあげるようになる主である期間を要

し， また温i/lr地域で栽j脅される作物と競合関係に

あるものが多かったo

初期の束アフリカ海岸地帯との通商は， ザ‘ンジ

バノレを根拠地として行なわれたo1870年頃までは

アラブ人商人が，奴線貿易も含めて，この地域の

通商を一手に引きうけていたo またイギりスのア

フリカ東海岸地域に対する関係は主としてイギリ

ス植民地であるインドを通して行なわれ， インド

政府がザンジバルのサルタンの継承争いを仲裁し

たこともあったく1861年〉。 1880年までは，イギリ

スの活動は主として奴誠貿易の撤廃のために行な

われ，リピングストンとかカークとかが名を残し

た。大陸内部のようすは， 主にイギリスとドイツ

の探険家や宣教師によって， しだいに明らかにさ

れ， 1870年代には，この2国の通商は組織的に行
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なわれるようになり， ここにアフリカ分割が始ま

ったo イギリスはザンジパルのサルタンに近づい

て勢力を地し， 1877年にはサルタンの勧告に基づ

いて内陸郊の開発のために， ウィリアム・マッキ

ノン（Williamfvfat:kinnon）を長とするイギリス資本

家のグループを送る計画がたてられた仇l)0 ごの

計阿は中途で挫折したが， 代わりにサルタンをお

し文ててその勢力を内陸部に拡大する方策がとら

れることになった。

JR85年になると＊1~は急転閲した。その前年に

ドイツ人のカール・ペテノレス（KarlPe1er討）は，ザ

ンジパルの勢力ドにあった原住民部抜とひそかに

条約を結び， 85年にはこの地域に F＇イツ｛知能債が

笈言され，特lfがベテFレス櫛民協会にJj，・えられた。

ザンジパルのサルタンは議歩をよぎなくされ，

1886年にはフランス人， ドイツ人，イギリス人か

らなる 3人委員会が構成されて， ザンジバノレの勢

力施聞の境界を設定したo イギリスはドイツの活

動に対抗するために，英国東アフリカ会社（British

&i.sl Africn Company）を 1886年設立，同会社はド

イツ傾の北の地域を 50年粗借する特許を与えられ

た。 1890年には同地域はイギリス保被領となり，

英独協定によってイギリスおよびドイツの勢力結

聞が定められ． ウガンダはイギリス例lにはいるこ

ととなった。｜品際情勢はこの頃ドイツにとって不

利となっており， ベテルスによって締結された条

約による訪求権を， ドイツは大きく火った。

東アフリカの対外貿易は清実に伸びた。モンパ



サ泌のfi/f扱い並を例にとると， 1919{j：.にはIJJ荷，

入荷あわせてお万’トンから 20)jトンだったが，

19：始年には75万トンに噌）JUしたo ダ－1レe エヌ・
サラーム港やタンガ港の扱いも同様な比率で伸び

たが，ザンジパルのみ， 中間貿易港の性格を失っ

て低下した Cil:Z）。

1938年以降の来アフリカの貿易の伸びを表わし

たのが第1表である。第2次世界大戦中，東アフ

リカの貿易は飛照的にfillび， 194fi年の貿易総額は

1939年の 2ftf以上となった。 lj脳去の伸びはさらに

一段と急速になってきているo

東アフリカの輸出産品は決作物が大部分で， 鉱

物資源は少ない。なかでも重要なのが，ウガンダ

の綿1巨，タンブ＇f：：：ーカのサイザル府， ケニアおよ
びウガンダのコーヒーであるo ザンジパノレの主要

輸出産品はクローヴ〈丁宇呑〉である（第2表参！ll:Oo

このほかに東アフリカの輸出産品として， 金，ダ

イヤモンド， JJ{J(i.，茶，とうもるこし， 砂糖，除

虫菊，炭酸ソーダ，錫，剣， ワットJレ樹皮（wattle

btrk），コプラ，油種子，食用j山，バターその他階

j｝~M1等がある。輸入品は主として，綿製1n1i. 自！日1

}Ii, トラクター，機械，鉄鋼製品等であるo

東アフリカの貿易に占めるイギリスの比重はな

んといっても大きU、。 1938年には東アフリカ（ザ

ンジパルを除く）の輸出に占めるイギリスの比重は

.12.6%，輸入に占める比重は 40.3%であったO こ

の比重は第2次世界大戦後変化をみせ， 戦争自：後

の1948年頃は比重は上昇しているが， 1956年には

輸出に占める比重2'1.9%，輸入に占める比重41.8

%, 1960年には輸出に占める比重24.2%，輸入に

占める比茸34.2%となり，輸出に占める比重は大

きく低下し，輸入の比R1もさがってきているく第

3, 4 ｝，ミ参照）0 1960年の3地域それぞれの輸出J

輸入に占めるイギリスの比重を見てみると， ケニ

ア（愉11¥25.1%，輸入34.1%），ウガンダ（輸出16.2%,

輸入33.8%），ダンプJニーカ〈輸出31.7%，輸入34.8%)

となっており， タンガニーカにおいて対英貿易の

比illが最も大きく， ついでケニア，ウガンダが続

いている。

東アフリカとイギりスの貿易構造を， つぎにイ

ギリスの側から見てみよう。イギりスの輸出入に

占める束アフリカの比通は， 第5表に示すように

非常に小さく， ともに 1%近辺を占めるにすぎな

い。 1960ij：.における京アフリカ〈ザンジパルを除く）

からの輸入額は，イギリス全輸入額の 0.70%，東

アフリカへの輸出額は，全l愉出額の1.27%であるo

この数字から見て， 来アフリカにとっての対英貿

易の沼嬰さに比べて． イギリスにとっての対東ア

フリカ貿易は， さして重要なものではないといえ

るかもしれない。 しかしながら来アフリカの主要

産物である綿花， コーヒヘサイザJレ｝砕を、対象と

してみれば， 東アフリカの経済的重要性がこれら

特定援物に代表されているともみられる。第6表

に見られるように， 1959年には，イギリスの綿花

全輸入組に11:iめる東アフリカ綿花（主としてウガン

グ綿）の比重は1.3%他 3)' コーヒーの全輸入額に

占める東アフリカよりの輸入額の比．震は 52.2%,

サイザノレ麻の全輸入額に占める京アフ Uカよりの

般入額の比重は85.5%となるo

第1；表京アフリカのf'l易

《愉Ill》 (lj'i.{立； 1,000ポンド）

一一一1τ町·i~~I 附 I~
ケニ 】｜ I) n I 35.200 

11 10,751 !~ 20,594![ J ’ 
ガングJI IJ n110,925J 41，印O

タンガニーヵ 1 4，印5: 9, :i6o;J I 54. 900 

ザンジパル｜ 1, 1671 2, 1641 5,8641 5,600 

全束アフリヵ） 16,52.11" 3川 sj116,7891肌制
(111所） U. N. Yearbook of International Trade 
Statistics, 1958, Stahl, ibid., p. 201.Three-montllly 
Economic Reviez』日， Ilr.East Africa, Apr., 1962. 
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《輸入》

ケニア

ウガンダ

タンガニーカ

ザンジバル

全東アフリカ｜山ool32,s22！瓜例肌100
〈出所〉 《輸出》に同l:o

第2表京アフリカの貿易一一主要蔵品の輪山

(111位： 1,000ポンド〉

｜ケユア｜ウガンダタンガニーヵ！ザンジパル
繭疏同扇面；11938I附師団百

綿花 l似 a,2 3,135 8,827 

サイザJレ麻 '136 (,566 27 52! l,42S 15,442 

コーヒー 7伺 1句空16, 385 7,326 

クじ －グ 一 - 515 3,535 

（出所〉 Stahl, ibid., p. 202, p. 283. 
Three-monthly Economic Review, Br. East Afri-
ca, July, 1961. 

第3表京アフリカの輸出に占めるイギリスの比重

〈単位： 1,000ポンド〉

I 1938 I 1948 I 19開 I 1960 

ケニァll2, 790Jl 7 ,69911 l （お同）
クガング 1J(32 鰍） IJ倒鰍）I~ <24~9~~1 (16.2%) 
タンガユーカ｜ 1,198! s,4nlJ I (31.7%) 

I (32.3%)1 cs2.1%)I 
東アフリカ＊ I 3,9ssl 1s,11ot 29,6θ01 31,576 

I (32.6%)i (38.4%)1 (24.9%)1 (24.2%). 

（注〉 ＊ザγジパルを含まず。

〈出所〉 U. N. Y ttarbook of bltern.ational Trade 
Statistics, 1952, 1960および Three-monthlyEe. 
Review, Br. East Africa, Apr., 1962より作成。

第4表京アリカの輸入に占めるイギリスの比重

（単位： 1,000ポンド〉

I 1蜘い9481 1956丁臼J
ケニア 11 A ')J1 2山 11 口34.1%)

2.0%)1 l田，587
(41.8%)l 

タンガニ－カ！ l’01s! 10,574IJ I (34.8%) 
I (28.7%)1 (46.7%)1 I 

東アフりカ＊ j 5,3271 34,1邸1 58 ,587i 45,780 
. (40.3%)1 (50.3%)¥ (41.8%)1 (34.2%) 

ウガ

〈注） 事ザγジバルを合まずo

〈出所〉 郷3表に同l:o
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第5表イギリスの輸出入に占める京アフリカヰの比1fc(%}

I 1蜘 I1鮒！附 1 1960 

-~-------··}.- -r-o；云・r・-0:%1円引－同一
輪一一」－｜土マ＿＿_I_！＿竺｜巧」＿＿1.27 
〈注〉 ＊ザγジパルを合まず。
(IH所） U. N. Yearbook of International _Trade 
Statisti，白， 19臼， 1960より作成。

第δ表 コーヒー，サイザル麻，綿花のイギリス

の輸入に占める東アフリカ（I)の比翫（%〉

(Jfl位： 1,000ポンド）

I 1956 I 1959 
サイザル麻 3

 

の
ζ，、
1、
J

－4
1
J

－ー、／

7
8
一
1
4
－
5
5

n
d

・－’
A

－－
F
O

’9
F

，2
－’
2
 

4
0
一8
6
－2
（

3

3

 

，

．

，

。

6
M
J
一
泡
）
－

G
H
J

内
L
F
D

－
E
E
内
L
h
d
u
z
q
o

、I

・一内
0

・

od

’5
一

？

2

i

F
D
O
O

一
弓

e
p
a
i
f
t

，，EE
、
－
，
e

目、、
つーヒー

新i ｛巴

（注） (1）ザンジバルを合まず。（2）マニラ麻を合む。

硬質繊維のうちでは1956年において68.1%,1959 

年において58.5%。（3）ケエアを合まず。
（出所） Gt. Brit. Customs and Excise Dept., An・ 
nual Statament of the Trade of .U. K.リ 1956,
1960より作成。

〈注 1) Sir Alan Pim, Tlze Financial and Eco-no・

mic History of the African Tropical Territories, 

1940, p. 106. 

〈注2) Kathleen M. Stahl, The Metropolitan 

Organization of British Colonial Trade, London, 

1951, p. 200. 

（注3) 束アフリカ綿花の重要性は，旧イギりス自｛｛

民地のイ γ ドの綿花輸入に占める割合に見られるであ

ろう。

II 東アフリカにおけるイギリス企業

l. イギリス商社の性格

東アフリカにおけるイギリス商社の活動の歴史

は， イギリスの他の植民地における活動！と比べて

非常に短いものであり， 現在活動している企業の

大部分は， 第I次世界大戦後進聞してきたもので



ある。スターノレ（KuthlecnStahl）女史は彼女の著

者「イギリス締民地貿易における本凶企業JJ(The 

Met仰がolitaηOγganizαtぬれ・ ofBritish. Colonial 

Trade, London, 1951）の中で東アフリカを商イ

ンド諸島，マラヤ，セイロンと比較して， つぎの

ような特徴をあげている。

（吋東アフリカの経済は，商インド諸島，マラ

ヤ， セイロンで見られるようなロンドンから直接

的にコントロールされるプランテ｝ション企業の

よにおかれているものとは異なり， ヨーロッパ人

入植者と原住民のそれぞれの生産よりなリたって

いる。サイザ／レj栴の生産のみが東アフリカの中で

これら 3地域のプランテーション企業と類似の組

織と所有の形式を持っているが， この場合でもロ

ンドンのコントロールは， 東アフリカの企サイザ

ノレ麻生産に関する一般的政策を支配するまでに至

っていない。 ロン！：ンの商業的利害は所有関係に

基づく直接的なものではなく， プランテーション

に対する金融，原住民生産物の加工， 販売等の流

通機構の面にのみ存在し， その影響力はより間接

的であるo

（吋東アフリカで活脱しているイギリス商社の

多くは，他の植民地でも活動している。この例と

して，連合アフリカ会社（UnitedAfria, Co.）やミ

ッチエル・コッツ会社（MitchelCatts）は多くの植

民地に進出しており， ラリ兄弟社（尽机IiiBroth 1>) 

の主要な利権はインlごにあり， コンソリデーテッ

ド・サイザノレ会社（ConsolidatedSisal Ltd.）のフラ

ンシヌ・ピーク（FrnndsPl;!ck）は－干ジヤ，セイ υ

ンのプランテーションと関係が深い。タンガニー

カにサイザノレ・エステートを持つヘンケノレ・ド－

プイッソン（licm:kcllDu Buisson）等は西インド諸

島にばく大な砂精の利権を持っているo

(c）東アフリカにおいては現地の政治勢力がロ

ンドンの介入を許さない傾向が強い。ケエアのヨ

ーロッパ人移民は， この要素の決定的なものであ

る。かれらは来アフリカを終生のホームとみなし

ているが， 数の上ではアフリカ人はおろか，アジ

ア人にもた己但jさft,ており， したがっていかなる経

済上， 政治上の改革も，かれらに対する圧力であ

ると判定しやすい。このような移民の存在は，イ

ギリス企業にも地方分緒的な影響を与えており，

ロンドンは来アフリカの攻治に直接口を出さない

という特徴が見られる。

制） インド人問題はアジア， 特にマラヤやセイ

ロンにおけるようにプテンテーションの決業労働

者としては存在しない。したがってヨーロッパ人

移民とインド人の聞に起こる社会的あるいは政治

的な対立は， 本国企業の問題としては持ち込まれ

なし、。

{e) 第2次世界大戦は東アフリカとイギリス本

国間の通商に好影響を与えたo 戦争遂行の必要性

から， 東アフリカの多くの農産物の買い付げは保

証され，その販売機構が整備されたo コーヒーの

マーケッテイング・ボー F＇はその一例である。ま

た東アフリカ3地域の協力体制も促進された俄4）。

K• スターJレ女史はこのように京アフリカの特

徴をあげながらも， 他地域とあわせでイギリスの

槌民地貿易全体を見た場合に， ロンドンの利害が

優先されるという体制は維持されてきていると見

る。植民地全体を通じてイギリス商社（merchant

house）はイギリス貿易のパイオニアとなり，引き

続き大きな位置を占めている。イギリメ商社の活

動は， 現地の政治に介入せず，アンセンチメンタ

／レに通商に専念することにおいて大きな特徴を有

しているo

束アフリカで古くから活動していた商社は， 大

陸通商にのりだす前には， ザンジパルを通して活

う



即jしていた。最も古い商社で， 依然活動を統けて

いるものに，スミス・マッケンジー会社があるが，

その設立は 1877年にさかのぼる。 1910年頃まで

はザンジバルに本居を置く商社が多かったが，大

陸内部の開発とともに， 商社活動の中心はそンパ

サに移った。 1920年以降に進出してきた商社には，

ザンジパルとは何の関係も持たない企業が多い。

東アフリカ生産物を扱うイギリス系商社の大き

な企業を7社とってみるとつぎの通りとなる。

The African Mercantile Co. 

Leslie and Anderson Ltd. 

Mitchell Colts and Co. 

Dalgety and Co. 

T'he United Africa Co. 

Smith, Mackenzie and Co. 

A. Baumann and Co. 

このほか重要な・尚社は，

本社，ロンドン

l本社東アフリカ
（ロンドン代理店）

Old East Africa Trading Co.→R. Brooks and 

Gibson and Co. 

L,υ． 

→R. G. Shaw and 
Co. 

このほかヨーロッパ系商社としては， 1939年ま

で活服したドイツのウサガラ会社（U組gamCo.）ど

オランダのトグェンシェ梅外貿易会社（Twentschc

Overseas Trading Co.）が大きい。前者は第2次大

戦勃発ととゐに解体され， その資産は敵国資産省：

型局に移されたo 後者はオランダが占領された際

に本祉を東アフリカに移し， その後収益の高い活

動を行なっているo

東アフリカ生産物輸出を扱うインド系商社はk:''1

30社で，大多数はウガングにあ !J> 綿花の＼I倫出が

その主要な活動をなしている。その最大のものは

つぎのものであるo

Karimjee, .Jivanjee and Co. タンガニーカ

Vithaldas, Haddas and Co. ) 
トウガンダ

Nanji, Kalidas, Mehta and Co. J 
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来アフリカへの！！輸入をJ及っているイギリス1{fj社

は非常に多く，その扱う商品も多様であるo n'fi J in 

はベーコンや卵のようなものから， 橋梁，建設機

械等の大きな．ものにまでわたっているが， 製造消

費財の比重が大きかった（近年京アフリカに前政財

製造工場が設立されはじめてからは，機械究員の輸入の比

m：が大きくなってきている）。

イギリス綿製品の輸入は数商社に集中しており

Smith, Mackenzie and Co., African Mercantile 

Co., Leslie and Anderson Ltd.がそれぞれラン

カシャーとつながりをもっている。またインド系

の商社が，イギリスの綿製品卸！問屋，たとえば

Davis and Soperのような卸問原の受託版売にあ

たっているo しかし他の消費財， 機械類にはこの

ような集中は見られず， 多くの商社が取り扱って

いる。輸出入商社として燥大のものは， Smith,

Mackenzie and Co.とAfricanMercantile Co. 

である0 Mitchell Colts and Co.も巨大なi¥'託社

であるが，前記の 2社と逃い， 多批｝立い付け業者

としてコミッションのベースで扱い， 東アフリカ

での商業活動は， 世界全土での活動のほんの一脅I I 

を

(1) スミス．マツケンジ－株式会社（Smith,i¥fa-

ckenzie and Co.) 

京アフリカの利害はほとんど同会祉の利容とい

われるほど， ＊アフリカの歴史とともに発展して

きた。背の特許会社である英国東アフリカ会社と

以前には協力関係にあり， イギリスのウガンダ独．

得のために大きな働きをしたo1877年創立当11寺の

本社はザンジパノレにあったが， 現本字l：はモンバサ

にある。 J.936年に私会社（PrivateCompany）となっ

た。同会宇土はロンドンの Gray,Dawes and Co. 

と密接な関係にあり， Gray,Dawes and Co.が

Smith, Mackenzie and Co.のイギリス本｜認におけ



るバイヤーとなっている。 Smi~h. Mackenzie and 

Co.の組織は在京アフリカの 5人の localdirector 

の管理のもとにある。

同社の活動の大きな部門は港湾における税措Ii

業，余Jjjf業，船舶および鉄道に対する燃料布Ii給

(..:ualing），船舶会社の代理店等であるoすなわち

同社は AfricanWharfage Co. Ltd.を運営して

おり，この会社はまた Afdean Marine and Ge-

neral Engineering Co.をjfr有している。岡下士の

これら会社との｜関係は図のようになる。

同社の主要なi[i!fyJは輸入はあり， 東アフリカ全

土に拡がった販売のチャンネルをもっている。輸

入商品は同社の支店から大規模なインド人商店に

~'f. られ， かjしらはそれをさらに各J也に散らばった

インド人向店に小売する。

綿製品については， Smith,Mackenzieはラン

カシャー製品のほかに，カンガ〈アフリプJ州人の衣

JULとして使う 4ffJの布） )H のオランダ ll~1111，さらに

Br. American Tobacco Co. 
除（agent)
、、、
＼ 、、

1927年以後ランカシャー製t日Iを駆逐した日本製品

の輸入の代理店としても主要な位低を占めるo 日

本製綿製品が進出してきたときに代表を日本に派

遣して， いち早く日本の2大綿紡会社の東アフリ

カにおける総代理店となった他5）。

来アフリカ生産物の輸出は， [i.il社の情動のうち

に， それほど重要な位置を占めなくなってきてい

るが，これは同社の顧客である shipperとの競争

をさけるためであるといわれる。 しかし例外的な

のは， ザンジパノレのクローグ輪開に占める同社の

位iflである。この国での同社の活動は非常に古く，

他の2, 3のヨーロッパ系商社， および約1ダー

スのインド系商社とともに， 企クローヴ生産をザ

ンジパノレ・クロープ生産者組合（CloveGrowers' 

1hsociation）から買い付け，海外に輸出する。クロ

ーグの最－大の市場はジャグァで， この付近ではク

ローヴはタバコ楽と混ぜられて喫煙に依われる。

(2) アフリカン・マーカンタイ／レ株式会社（The

ロンドン

モンパサ
Gray, Dawes and Co. 

C 凶 ___ ＇：封 Smith,Mackenzie and Co. 

・Murcx Welding LI 

American Pressed 
Steel Car Co. 

／ウ
〆／

// Boar<l of directors一泊：ロン 1－＇ン

5 local directors一向京アフリカ

African Wharfagc 
Co. Ltd. 

African Marine and 
General Engineering Co. 

荷役．合f.,j（，燃料fill給

(a区cnl)

Br. In<lia Steam 
Navigation Co. 

P & 0 Steam 
Navigation Co. 

(agent) .,/ 

＇，，イ山 CastleLine I 

保険＼イ Lloyds 
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(association) ロンドン
( subs idia rr) 

Lawrence Ingol The African Mercantile Co. 
navid 

Sassoon & Co. 

皮革カII工

、、‘、

Local h. q.モン1-t.¥}-

、、

川叫4＼ 
wb、、a、、

’’a、、、、、
、、

、、．，，
－Et・

セメント製造会主｜：
Clan-Hall-Harrison Linc 

Dunlop Rubber 
Sisal Products 

(E.Af.) Ltd. Vacuum Oil Co, 

サイザルより袋．ロープ製造
Cement Marketing Co. 

African Mercantiie Co.) 

The African Mercantile Co，はマーチャント・

パンカーとして有名な DavidSassoon and Co. 

の子会社で，本社は， ロンドンの DavidSassoon 

の本社と同じピfレにある。 1915年にロンドンで登

録されて私会社（PrivateCompany）となったが以

前は DavidSassoonの1部門であった。その活

動は Smith,Mackenzieと似ているが，東アフリ

カ生産物の輸出に，より多くの比重をおいている。

しかしその輸出産品はアフリカ人生産物のコーヒ

「皮革s ワットJレ， 蜂蜜ろう，チリ，落花生等

が主で， エステートの生産物はあまり扱わない。

同社は現地で一つのセメント工場と， サイザノレ月末

よりロープ，袋等を製造する SisalProducts (East 

Africa) Ltd.に密接な関係、を持ち，船舶会社の代

理店として大きな活動をしている。同社のこれら

会社との関係は上図の通りである似6）。

(3} ミッチェル・コッツ株式会社（MitchellCot-

ts and Co.) 

Mitchell Cotts and Co.は前記2社と活動形態

8 

Des l¥lcssn店edcsl¥faritim1.:s 

The Bank Linc 

は幾分異なっている。同社は UnitedAfrica Co. 

とともに， 世界的な規模で活動している商社で，

東アフリカはその全活動から見れば一部でしかな

い。創立は 1895年，初期の活動は南アフリカ連邦

で燃料補給， shipper，商社活動であった。 1919年

に私会社に， 36年には公開会社（publicCo・）とな

ったo発行済資本金は152万2077ポンドである。

同社の活動は現在， まことに多岐にわたってい

るo活動の中心となるものは， 一般商社としての

活動じ燃料供給，船舶所有，船舶会社の代理店

等で，その地域はイギリスおよび南， 東および北

アフリカ，カナダ，アメリカに及んでいるo また

1946年にはインド， ピ／レマ，セイロン，マラヤ，

インドネシア， 中国の広範囲にわたって活賊して

いた商社AlexanderYoungを吸収合併している O

Mitchell Cottsの東アフリカ支店は1926年モンバ

サに設立されたが， 1933年には本社が抹を 100%

持つ子会社 MitchellCotts and Co. （仏凶tAfrica) 

Ltd.が設立され，ケニアに建録された。同会社は

多くの船舶会社， 保険会社の代理店であるほか，



ケニアの／レイJレ（H.uiru）に， East African Sisal 

Estate Ltd.を経営している。

同会社にとっては，輸出，輸入とも重要である。

東アフリカ生産物としては，サイザル麻， とうも

ろこし，羊毛， 亜麻，小麦，コーヒー，除虫菊，

ワットル， フルーツ・ジュース，口まわりの種子，

牧草，薬類， T客花生笥；を扱っているo 同社はケニ

ア農図主組合（KenyaFnrmcrs’As抑制ion.本部：は

Nakuru）の唯一の販売代理店として，ケエアのヨ

ーロッパ人生産物を大量に買い付け， ill・界市場に

出しているoさらに同組合を通じてタンガニ｝カ，

ウガンダのある種の生産物も買い付けている。

ケニアi呉国主組合を通じるもので除虫菊が濫嬰

である。以前は R.C. Treatt & Co.がその代理

店であったが， 1940年にその権利が売リにHIされ

MitcheJl Cottsがその輸出の全盛を扱うことにな

ったo除虫菊はアメリカが最大の顧客で， 重要な

ドル獲得産品である。同社はまた EastAfrica 

Beestons’Timber Co.の代理店として，すぎ油

{ce<lcrwood oil）を南前出しているo

輸入の面でもおlitchellCottsは，ケユア燦｜劃主

組合のイギリス商品買い付けの唯一の代理店とし

て重要な位障を占めている。同社はまたナイロピ

の精粉企業 UngaLtd.およびナクノレの Spekes

(general store，ビスケット等を供給〉のための輸入代

理店でもあるoその他多くの色気器具．， 機械製造

会社の代理店になっている。

Mitchell Cuttsは以上に見られるように，ケニ

アのヨーロッパ人農園経営者の団体と密接に結び

つき，かれらの生産物の輸出販売， かれらの需要

に対する輸入販売の大きな部門を握るととによっ

て， 間接的にケエア経済の大きな部分をコントロ

ーIレしているということができるであろう。次ペ

ージの図に示したのは同社と関連諸社のつながり

ブfである。

(4) ブリティシュ東アフリカ株式．会社（British

East Africa Corporation (1939) Ltd.) 

この会社は現在京アフリカ生産物の輸出はまっ

たく扱わず， もっぱらイギリス製商品の東アフリ

カへのi愉入のみを手がけている点に特徴がある。

この会社の前身は， 東アフリカにおける商業活動

のパイオニアであり， 東アフリカに適した農産物

を導入するために， 多くの金とエネノレギーが費さ

れたo 当初は一般商社であったが，後にケエア高

i目也の実験農場i, 土地改良等にも乗り出したo ウガ

ンダに多くの繰綿工場を持っていたが， 同大戦間

に手燥した。

1920～21年の経済不況， 1927～37年の10年間に，

多くの商社は束アフリカでぼく大な損害をHiした

が，同社も少なくとも 25万ポンドの損失を受け，

1939年に自発的に解体し， 以前より小さいスケー

ノレで再発足した。新会社はケエアに登録されてい

たためロンドン登録の！日会社よりも所得税の点で

ずっと有利になった。しかし第2次大戦後の 1947

年には， MitchellCotts and Co.に吸収された。

東アフリカの農産物は， 前述のような一般商社

によっても世界市場・へ販売されるが， その主要な

生産物であるコーヒー， サイザノレj保の販売はその

産品に専門化した企業がこれを扱っており， また

ウガンダの綿についてはウガンダ会社（Ugan<la

Co.）が特別に大きな役割を果たしている。またア

フリカ人生産による他の種々の東アフ日カの産品

たとえば皮革，綿種子，落花生，コプラ，ワット

／レ，クローグ等は，一般産品（generalproduce）の

名のもとに， これを専門とする商社によって集荷

され，加工され，世界市場に積み出されているoロ

ーヒーのうちでもアフリカ人生産によるロプスタ

種のものは， 一般産品を扱っている商社が同時に

9 



l,uyin白c1cpartm cnt 
(own} 

Saint Linc 

prodL』cC 

<lcpartmcnt 

Mitchell Gotts 

and Co. 

Sun Shipping Line 

／ Thescn’s Steamship Co. 
ロンドン

／／  
ノ／
／／  
／／  
／／  
ノノ

(agent} 

Eldc1・ Dempster 
／ 

Mitchell Gotts & Co. 
(East Africa} Ltd. .m保険会社

Lion¥ T riestino 

Furness ¥Vithv 

Robin Linc 

／ 
／／，  

／／ 〆ノー

／／’  

／ 
／ 

／ 

( o,vn) 

East African 

Sisal Estate Ltd. 

: (agent) 

Kenya Farmers’ 

Association 

Jレイ JL-＼ケニア

扱っているので判・述この分類：のr1・1に入れられてい

るo したがって東アフリカにおけるイギリスil'舵｛：

のi,fr11"9Jの性絡を分析するには， 産品別にそのj桜花

に従事する陪j祉を見てゆくことが有益どと思われ

る。ここではスクーノレ女史に従って，最初にコーヒ

ー〈アラピカ極〉を取り上げ，つぎにサイザノレj札

綿花，一般iW.1W』のJl!J-iで取り上げることとする。

2. コーヒー

コーヒーには非常に巡った二つの極猟があり，

束アフりカでは両極とも生産されるo 一つはアラ

ピカ極（urnbicn）であり，高度のi向い地域で生産さ

れている。主な生産地はケニア全土，タンガニー

カの北東部（キリマンジャロのふもと〉， ウガンダの

東南部〈エJレコ’ン山のふもと）である。アラビカ秘

コーヒーはI法， 匂いともにすぐれ，したがって仙i

絡も商い。他の一つはロプスタ種で，ウガンダ全

土，タンガエーカのブコパ地方で生産されるo こ

の種はアフリカ人原住民により， かれら自身の小

z。

さな決｜古lで栽jなされ， 質より盈の作物で仙i格はア

ラピカ・積より安い。

世界のコーヒ一生産のうちではブラジ／レが圧倒

的に大きい位置を占めており， このコーヒーは全

部アラピカ種である。世界最大のrlijt身l司はアメリ

カ合衆国であり， またヨーロッパ大陸も大きなm
3寺地域であるO イギリス本［＠は 1人当たリコーヒ

ーの消貸率が非常に少なく， またその槌氏地にお

けるコーヒ一生産も， 世非の総生産高に占める比

重は非常に小さいものであるが， ロンドンのコー

ヒー企業は車挨あるいはl間接に世界生産高の4分

の1から 3分の lを支配しているといわれ， これ

は約1ダースの企業とその支店に握られていると

いわjもる〈注7）。 ロンドンのコーヒー・コY トロー

ルは， その版売機構を握ることによって行なわれ

ているのである。 ロブスタ種とアラピカ紐の販売

方法は全然異なっており， ロプスタ種は大量販売

の方式で， サンプノレあるいは品質説明書をもとに



してflffがつけらiLるが， アラビ力主立はそiしぞれの

rnrの品質テストをもとにして逃ったfj(1：がつけられ

る。

~アフリカて’は， アラピカ秘はヨーロッパ人栽

陥によるプランテーション炭産物， ロブスタ植は

アフリカ人小肢による炭産物というように大別で

きるが， これには例外もあり，キリマンジャロお

よびエ／レゴン山のアラピカ稲はアフリカ人生産に

よるものであリ， ウガンダ，タンガユーカではヨ

ーロッパ人がプランテーションでロプスタ右Rを1先

培している。 BoviH,Matheson and Co.が経蛍し

ているウガンダの BuchananEstateは2000エー

カーという広大な土地に， 主にロブスタ・コーヒ

ーを殺！ffしている。

JUアフリカにおいてアラピカ・コーヒーに利：！？

関係を持っているイギリス企業は， 同時にサイザ

ル麻に利害関係を持っている場合が多いが， これ

は日ii産 I~もともヨーロッパ人経常J}ll~~l の生産物とい

う類似点によるもので， ロブスタ・コーヒーが一

般原住民生産物を扱うイギリス商社により同時に

扱われるのも， アプリカ人生産物であるという共

通性によるものである。

ロンドン企業のアラピカ・コーヒーに対する利

害関係は，コーヒ｝の栽培， すなわち生産に直接

対するものではなし金融ならびにマーケッティ

ングlご関するものであるU

コーヒーの栽府は完全に在来アフリカのヨーロ

ッパ人フ・ランターの分野であるo ケニアのヨーヒ

ー・プランテーションの面積は 10万エーカー以上

にのぼり，農園数は 1000以下であるo これらの良

凶の規模は 1000エーカーのものから， 20～30ヱー

カ｝のものにまでわたるが平均して約150エーカ

ーであるo20～80エーカーのものは混合成岡の一

部であることが通常で， これらを除外すると，コ

ーヒ－）J;(llljの政｜到の数は HM4～45fl三に約600と椛

定されている（tt8）。これら決闘のうち， 少数は現

地会社の所有となっているが， ほとんどは現地ヨ

ーロッパ人の個人所有であるU ロンドンの大企業

・所有のものはないが， 決｜温｜に対する金融の而でIHI

J史的｜品｜心はある。

タンガニ・・カでは， 第l次大戦でドイツ入所有

の2 ーヒ一段闘がせりで売られ， 外国人特にギリ

シ．ャ人が安く貰った。 rn:iz年にはそシi也j成では，

75% の拠l~tlがギリシャ入所有で栽地－状態は怒く，

残りはドイツ人， イギリス入所有で栽培状態はよ

りよいと戟告されている仙9)0

これら生産者の組織が，ケニアでは Co百ceBo-

ard of Kenyaであリ，タンガ・ニーカでは Tan・

ganyika Coffee Growers' Associationである。

Coffee Board of Kenyaは半官半民の同体であ

り，そのi議長は政務長官である心 H)33年に問団体

はロンドンに事務所をDHき， イギリスにおけるケ

ニア産コーヒーの流伝と， よりよいマーケッティ

ング組織の可能性の調査にあたることになったo

jポ住民のアラピカ・コーヒ一生産者の団体とし

ては， タンガニーカの KilimanjaroNative Co・ 

operative Unionとウガンダの BugishuScheme 

がそれぞれの政府の援助により設立され， 協同組

合組織で生産物のマーケッティングと耕作および

第l次カII工処理llの改良に．あたっている。

Kilimanjaro Native Cooperative Unionの組

合員は2万京）00人を越すアフリカ人生産者で，タン

ガエーカのアラピカ・コーヒ一生産の30%を占め

ているo その生産物はナイロピのコーヒー市場に

売りに出される。 BugishuSchemeはウガンダ政

府の出資によリ設立され， 数千人のアフリカ人小

践の生産物を I次加工， 販売する協同組合がその

中桧・であり， また生産物の一部分は，政＞Hライセ

I I 



ンスを持つイギリス系商社2社， インド系 1商社

によって 1次加工されるO イギリス系の A.Bau-

mann and Co.は BugishuCoffee Marketing Co. 

の最大の株主となっている。

ロンドン企業の関心は主として， 企融および生

産物の販売にあるo その形態はつぎの二つのどち

らかを取るのが普通である。

（吋 コミッション・ヱージェント（commission 

agcnls）生産者に融資し，かれらの生産物を販売す

る。普通マーチャント・パンキング・ハウスと｜呼

ばれている企業が相当しているo

（叫 コーヒ一通商を手がけているディーラー

(de.tiers）。コーヒーを買い付け，世界に持つ自分の

チャンネノレを通して海外に売る。

1935年以前はコーヒーの全量がまずυンドンに

積み出され，MincingLaneでのせり市か， buyerIこ

庖按に売られた。 しかしこの方法は生産者にとっ

て，収穫と販売のi時期が非常にずれること，総売価

格が不明なこと等不利なことが多く， 1930年代に

ナイロピにヨーヒー市が設立され， 東アフリカか

ら海外の目的に直接輸送ができるようになったo

コミッション・エージェントのうち大きな企業

は， Dalgetyand Co. Ltd., Arbuthnot, Latham 

and Co. Ltd., John K. Gilliat and Co. Ltd.の

3社である。以前は Jardine,Matheson and Co, 

Ltd.も活動していたが東．アフリカより手を引き，

Bovill, Matheson and Co.に改組された。同社は

主としてプランテーション会社の経営代理を行な

っている。上記3社はコーヒーとともに， サイザ

Fレ麻にも関心を持っており， また東アフリカ以外

の地域にも利害関係があるoすなわち Dalgetyは

オーストラリアに， Arbuthnot,Lathamはコス

タ・リカ， エカラグワ，ジャマイカ，セイロン，

南部インド，モーリシャスに， Gilliatはコスタ・

I2 

リプJ，アJレゼンチン， マラヤに利害関係を持って

u、る。

(1) タツレゲッティ株式会社（Dalgetyand Co.) 

Dalgety and Co：はオーストラリアとニュージ

ーランド商人の企業であり， 1884年に登録され，

発行済資本金は 650万ポンド，本社はロンドンに

ある。その主要な活動はオーストラリアおよびニ

ュージーラン F＇の草毛にあるが， 他に多くの産品

も扱っているo1925年に東アフリカに進出， w.
C. Hunter and Co.を27年に吸収して発践した。

東アフリカにおける活動はコミッションによって

生産物を販売し， 生産者に必要な場合融資するこ

とで， 関心、を~fっている産品はコーヒーとサイザ

ノレ麻である。 1939年には同社は東アフリカのコー

ヒ一生産の 25%を扱ったといわれるo第2次大戦

中にプランクーの販売協同組合であるKenyaCof-

fee Planter’s Unionと関係を持ち，現在そのす

べての生産の shipperとなっているoまた小さな

スケーノレで， 東アフリカの羊毛と綿花生産に融資

している。 また乎エアの両信決rfl，には大きな利害関

係を持っており， 最近では現地の金物製造業に関

心を持っている他10）。

(21 アルブツノー，レイサム株式会社（Arbuth・

not, Latham and Co.) 

古いロンドンのマーチャン卜・パンキング・ハ

ワスであP，創立は 1833年で，最初は private

partnershipであったが， 1921年に発行済資本金

59万ポンドをもって privatecompanyとなった

（注11)。

(3）ジョン・ギリアット株式会社（JohnK. 

Gilliat and Co) 

18世紀の終わりに，アメリカとのタバコ業の取

引を始めたマーチャント・パンカーで， これも



private partnershipから 1921{J：.に発行済資本金

18万ポンドの privatecompanyとなったo

1944年に Arbuthnot,Lathamは Gilliatの全

株を買い取ったが， 双方は独立して活動を続けて

いる。両社の活動は Dalgetyと同じく，エステー

ト生産物の生産者に対するコミッションベースに

よる荷送り， 販売，およびかれらに対する融資で

あるo

Albuthnot, Lathamは東アフリカに1918年頃よ

り進出し， Gilliatは1914年より活動していたo

GilliatはウガYダのゴム，象牙等も以前は扱い，

現在はタバコを扱っているo 両社とも以前は綿花

も扱っており， 多くの綿繰り工場が融資を返債で

きなくなったときこれを買い取ったが， 後に売却

され， 現在は原住民生産物は扱わなくなってきて

いるo この両社は， Dalgetyの現地支店が束アフ

リカにおける活動を自主的に行なっているのと異

なり， ロンドン本社が生産者とl在接交渉を持って

いる点に特徴がある。

以上3社にみられるようなコミッションのベー

スでコーヒー生産者のために代理販売を行ない，

生産者の必要に応じて金融を行なうという種類の

活動は，金融の而では 1933年のケエアにおける土

地銀行（LandBank）の設立，販売の面では第2次

大戦に始まるイギリス政府食糧庁の一括買い付け

制度（Bulkpurchase system）の導・入により，非常

にせばめられた。

コーヒーを専門に扱い， 全悦界的にその販売を

行なっているコーヒー dealerは，前トL(1) 3社とは

違った性格を持っている。これら企業はナイロピ

のせり市でコーヒーを買い付け， 海外の輸入問屋

の注文に応じてコミッションのベースで売った

り， 自らの寅－任において買い付けて海外の代理店

に克ゥたりしているo このようなrt動iこ従事して
いる企業のうち大きなものは， EdmundSchluter 

and Co. と Naumann, Gepp and Co.の2干土で

ある。この2社が扱うコーヒー輸出の最はケニア

全体の60%にのぼるといわれる。

(4) エドマンド・シュルーター会社（Edmund

Schluter and Co.) 

同社はロンドンに 1858年に創立された家族企業

であり， 世界中のコーヒーの販売に関心を持って

いるo コーヒー以外にもヨーロッパの砂糖大根，

ブラジJレのゴム等に利害関係を持ってbるo ロン

1：ン市場における東アフリカ産ヨーヒーには早く

から関心を持ち， H)兄2年にはアメリカの大きなコ

ーヒー製品製造業者に東アフリカ産コーヒーを大

量に売P込み， その後，アメリ切，カナダに広く

販売したo

なお1932年以降は， 東アフリカにコーヒー買い

付けの経験を持っていた Leslieand Anderson 

Ltd.と合弁で（出資..:t.so: so〕現地企業の Leslie

and Anderson (Nairobi) Ltd.をi設立，フ。ランター

のアラピカ・ヨーヒー買い付け， Schluterの組織

を利用してのj仮売を行なっているo

(5) ナウマン・ゲップ会社（Naumann,Gepp 

and Co. Ltd.) 

同社は創立1888年の privatelimited Co.であ

り， 家族企業であるロコーヒ」だけを取り扱う商

社であり， 生産地の買い付け代理店と主要消費地

の販売代理店を結んで，全世界にコーヒーを流し

ているo ナウマン・ゲップの歴史はコーヒー貿易

の変遷の歴史であるともいえるo

本社はロンドンにあるが， エューヨーク事務所

は近年重要性を増してきており， 第2次大戦以後

は， ロンドン木社よりも多くの取引を行なうよう

13 



になってきている。支店はすべての生産地j成にあ

り， ブラジ／レのサントス， リオデジャネイロおよ

びピットリア， コロンピアのボゴタおよびカリ，

ケヱアのナイロピに設営されている。生産地と消

費地とは常に沼稲，電線で接触を保ち， 取引業務

はlH以内で行なわれる。ナイロピ事務所は 1926

年に聞かれ， 2人のγ ネージャーの管理の下にあ

り， l人はコーヒー買い付け， 1人は輸入を取り

扱ってヤるo 第2次大戦はヨーロッパにおけるコ

ーヒー商業をほとんど停止させてしまりたo この

ため同社は 1943年に，全然異なった方面に活動を

始め，南アフリカおよび東アフリカに建築資材を

輸出する商売を手がけるようになった。

コーヒー商社は 1920年代に比べて，祈動が非常

にむずかしくなったといわれるo 以前は競争はあ

まりj般しくなく， 10から15のヨーロッパまたはア

メリカ企業が全世を扱っていたo 現在ではブラジ

ノレのサントスだけでも 85の輸出商社があるといわ

れ，その全部がブラジrレ人経営のものとなってい

る｛位12）。

コーヒーの種類も多くなり， その選別の手数も

余計かかるようになったo さらに第2次大戦中か

ら戦後にかけての多くの貿易上の制限， 為精管理！

の問題が，コーヒー尚社の活動を複：維なものにし，

悶難の良＝合を深めている。

コーヒー販売の歴史の流れは生産者め直接販売

の方向へ．向かっていると．いってもよいであろう。

1933年に CoffeeBoard of ・Kenyaが設立された

主要な目的は， 生産者によるマーケッチィングの

可能性を概査するということにあった。これはコ

ーヒーを扱っている既存摘社の反対に合い， 結局

既存のチャンネノレを通してより多くのヨ．ーピーを；

売るという PRの機関となってしまった。

14 

tri 2次大li践の勃発は事態を大きく変えてしまっ

た。 1940年にはイギリス政府の’補給庁（Supply

Board）が東アフリカのコーヒー販売を行なうこと

になり，一定盤の買い付けを行ない， 残りを自由

販売とした。補給庁の監督下にコーヒー商社は活

動を続けたが， これは戦前の取引高に従ってその

買い付けの割合が保証された。 1944年にはイギリ

ス食糧省（Ministryof Food〕が全盛を買い付ける

ことになった。

戦争の終了とともに， イギリス政府の一指購入

方式（Bulk・purchase system）は再検討をせまられ

たoケニア政府は，生産者の 75%賛成があればコ

ーヒー販売庁（CoffeeMarketing Board）を設立す

ることに決定i投票の結果， 75.2%が賛成した。

1946年のコーヒー・マー－ケシティング法は，公団

の性格を持つマーケッティング・ポードを設点

し，コーヒーはこのボードを通して集中販光され

ることになった。イギリス食糧省は1947年に一括

購入の5カ年契約を結び， 東アフリカよリ 1年に

2万5000トンのコーヒーを買い付けることになっ

た01:13)0 

このよう・なマーケッティング・ボードはコーヒ

ー商社の活動を強く制限するものであり， したが

って商社の反対は強く，結局顧問団（AdvisoryPanel) 

が作られ， これにコ］ヒー仲介商社（deniers），委

託販売代理店（commissi。nagents），コーヒー精粉
業（coffeemillers）の代表を出席させることになっ

た。またイギリス本固に一括購入される以外のヨ

ーヒーを， ボードはナイロピのせり市で売らなけ

ればならないことが定められ， ボード自身が海外

への販売へ来り出さないようにくぎを打たれ， さ

らにボードが買い付けられるコーヒーは，ケニア，

タンガニーカ， ウガンダ， ペJレギー領コンゴのみ

に定められた己またコー・ヒ｛商社の既得権益を守



るために， ボードは必ず代理店を通して海外へ販

売し， 唯一の代理店を持つことは立法議会による

法律なしには禁止され， すべての代理店に公平な

注意：をはらうよう明記されたo

3. サイザル麻

工業用繊維（industrialfihrc）のうち，サイザ／レ麻

は硬質繊維として分刻されている項目に属する。

各種の繊維は互いに競合的であるが， 一方それぞ

れの特徴を持っており， 硬質繊維のうち主要な2

種の一つ， マニラ麻は船舶用ロープに，他の一つ

であるサイザノレ麻は穀類用ロープ左して多く使わ

れている。

硬質繊維がローフ・材料として重要になったのは

20世紀にはいってからのことで， それ以前はili!d4'

繊維といわれるロシア，イタリア， ハンガリ一号；

で産する大麻（hemp）が使われていたo20世紀初

頭の制跡佐材料の貿易構造の変化はーIll：界繊維市場の

中心であったロンドンに大きな影緋を与えたo

以前はインドのジュート (jnle），マ＝ラ麻，ロシ

ア産のリガより税み/Jjされる大麻は， 生産j立のほ

ぼ全！立がロンドンを過して販売され， 一度ロンド

ンの合服におさめられて， 毎週の公売のカタログ

にのせられたo しかし全体の趨勢が生産地から消

費地への直送に変わってくるにしたがって， 中央

市場としてのロンドンの比重－も低下し， 第l次大

戦以後はロンドンのインド・ジュートの販売セン

ターとしての生命は終わりをつげ， ロシア大麻も

革命により国際貿易より姿を消した。マエラ麻の

ロンドン独占はすでに1898'.ff.のスペイン， アメリ

カ戦争で破られ， アメリカを続出するものが多く

なっていた。

東アフリカ産のサイザ／レ麻は， 世紀の変わP目

より進出を開始し，急速にその需要を増大させたo

節目表はil!・界における硬質繊維生産を， 1934～38 

年平均，・ J9471y!, 1958 年の 311寺~ij］をとって比較し

たものである。

1930年代後半に至るまでは，サイザルは投資の

対象としてはあまり魅力のあるものではなかった

が， 1935～37年のftlli格上昇iこともないロンドンで

大規棋な投資が行なわれ， 既存のエステートが併

合され， いくつかの新しいプランテーション会社

(public planting co.）が設立されたoThe Bovill, 

Matheson group, Consolidated Sisal Estates of 

East Afr.ica Ltd., Central Linc Sisal Estates 

Ltd. Arusha Plantations Ltd., John K. Gilliats 

Sisal Estates Ltd.等現者l：指導的な地位にある企

業は，全部1936～：37年に設立されている（t.l:l-1)

サイザノレ栽対？はその 100%が， 大規棋経営で行

なわれているo主として低地に栽培され， 成熟に

4年かかり， あるものは50年もっといわれる。サ

イザノレ麻は一種のりゅうぜつらんの築から繊維を

とるもので， 荷送りまでの聞につぎのような第I

次加工が行なわれる。

切り取り→ヱステー卜工場→繊維化（,lecortici1 ・ 

ting, 100トンの事ちから3～4トンの織制rn→荷送り
紫から繊維を取る機械 decorticatorは非常に高

利Iiであり， この資本投下量の大きさがプランテー

ション成業を発達させ， 原住民がサイザルを殺防－

しえなかった原閣と忍われる。

サイザfレ麻の主要市場はロンドンであるが， 第

2次大戦以前はヨーロッパ大陸への入口としてア

ントワープにも多量輸出されていた。

第2次大戦により一括購入制が導入されるまで

比較的小規模栽倍者は shipt)erを通して販売商社

(merchant）に売り，大規椴栽給者はロンドン経営

のものも合めて， 直接販売商社に売る場合が多か

ったo 戦争により補給省がサイザル購入を独占し

たとき，既存のマーケッティングの組織をこわさ
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第 15表 間質繊維の世界生産高 (lli位： 1,000トン〉

－」雨戸両平均｜叩年（prelim) I二~－~－－互協窓~~務
サイザル I f 

タンガニーカ I I 1 196. 5 I 26 . 9 
I } 116.s I } 133.s I 1 ｝幻.2

ケニプおよびウガンダ 1 1 I 46.0 I 6.3 

モザンピーク;t;；よぴアンゴラ I 19.4 I 2R.7 I so.s 

仏領アフリカおよびマダガスカル｜ 6.8 I 2.6 I 15.5 

インドネシア ¥ 74.9 I o I 26.5 

プラロ Jレ！ o I 9.5 I ※ 100.0 
中央アメリカおよびハイチ I 6.6 I 24.6 I ※ 38.0 
その他｜ ｜ ｜※ 12.0 

」十一一一1 225 9 1 200.9 ¥ 515.0 

マニラ麻 ! i I 
フィリヒン｜ 185.3 I 98.9 I 87 .0 

その他｜ 5.4 I 16.4 I 7.5 

苛i 1 190. 1 ¥ ll5.3 I 94・5

ヘネケン I i I 

11.0 

2.1 

3.6 

13.7 

5.2 

1.7 

70.5 

11.9 

1.0 

12.9 

メキシコ｜ 94.0 I JI5.3 r 109.0 I 14.9 

キューパ｜ 12.6 I 12.8 I 10.0 I 1.4 

その他 1 2.9 I 2.4 i 2.0 I o.3 

l二三二~＝：：－~竺］ 二百〕一三二豆
大麻麻府引1 7.4 I 5.9 I I 
副賞繊維 計｜ 534.2 I 452.6 I 730.s 1_ 100 

〈民〉 ※は推定o
( Ill所〉 Stahl, ibid. p. 246, G. W. Lock, Sisal, London, 1962. p. 13より作成。

ない方針をとったので， それまで販売商社に直接

宛っていた者も政府認可の shipperを通さなけれ

ばならなくなった場合もある山問。

エステートの規模を生産量別に分類したものが

第 16表である。 19.16年にはタンガニーカには131

のエステートがあり， 年生産10印）トン以上のヱス

テート42が全生産量の 61.8%を生産し， 10（別トン

以下のエステート89が38.1%を生産していた。経

済的見地からは生産量年1500トンすなわち2000～

2500ヘクタールの土地面積がないとよい経営がで

きないといわれているが， 1946年には15エステー

トがこの条件を満たしてし、るだけであった。

16 

ヱステートの所有は非常に国際的な性格を持っ

ており，イギリス系の他にインド系，ギリシャ系，

スイス系等が多い。 ドイツ系の所有エステートは

第2次大戦中に，敵国資産管理部の扱い左なった。

インド系のうち大規模なものは Karimjee,Jivan-

jee Estate Ltd.である。第17表は 1942年におけ

る国籍別エステート所有を示すものであるo

サイザル麻に関係しているロンドン企業の数は

あまリ多くはなく，約20社位にすぎない。そのう

ちの約半分はプランテーション〈栽培〉会社であ

り，他の半分は生産物の shipperであるo この2

者の間は密接な関連があり， shipperばしばしば
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これらプランテーション会社のj包偵を行ない， 続

いてその代理店として活動している。このように

して shipperは自社の翼下に2～3のプランテー

ション会社をかかえ，これに融資， 販売の関係を

持ち，マラヤ，セイロン等に見られるような経営

代理制度と似かよった性格を持っているo

東アフリカのサイザノレ企業のグループを列記し

てみるとつぎのようになる他16）。

第17表 F言！？苦別エステ・・ト所有率

エステート所有 I 1 9 4 2年る率
全生産jitに占め （%） 

イ ギ ス 系 32.79 

イ ン 系 18.36 

ギ シ 4・ 系 17.56 

ス イ ス 系 8.96 

シ ア 系 2.54 

オ フ ン ダ 系 0.98 

敵国資産管理部 18.08 

プ ン ・マ ｝ ク 系 9.73 
一同一一－一

100.00 ． …一一一一一一一一一一一一
(IHTfr) Stahl, ibid., p. 255よりo

tbuい L山川O
John K. Gilliat and Co. 
Sisal Estates Ltd. 

一－shippers
←ー－snippers
一一一－growers

r.C.T…~d Co. -shippers 
Central Line Sisul Estates Ltd. 一一－店rowers
Arusha Plantations Ltd. 一－growers
f riggle~worth and Co. 
Amboni Estates Ltd. l Ruvu Estates Ltd. 
Kikwetu Sisal Estates Ltd. 

一一－shippers
一一一growers
一一ー－gro、;ver芯
一一一gro,vers

（丹anci
Consolidated Sisal Estate~ of 

East Africa Ltd.-growers 

]Mitchell Cotts and Co. 一－shippers
lEast African Sisal Estates Ltd. 一一』growers

Dwa Plantations Ltd. 一一－growers
East African Sisal Plantations Ltd. -growers 
Liverpool Uganda Co. 一－growers
Dalgety and Co. 一一句hippers
Ralli Brothers Ltd. 一一－shippers
United Africa Co. 一ー－shippers

サイザノレ麻の shippersには，常II寺gro,versに

融資活動を行なっているもの， 必要に応じて融資

も行なうもの， 全然融資活動を行なわないものが

あるが，第 1の性格を持つ企業lこは 1939年以前に

はドイツの UsagaraCo.が大きく，現在では DalM

gety and Co. Arbuthnot, Latham and Co., John 

K. Gilliat and Co.がこれに当たり，第2の性格を

持つものは R.C. Treatt and Co.に代表されるo

17 



第3のものとしては Mitchell

Cot胞をあげることができる。

融資

shipper 
一で『工

、、
、、一一一ー・・ーーーー一ー一

生産物販売

London merchant 融資活動はつぎのl順序でなさ

れる。まず shipperが grower

に融資し， growerの生産販売

を予約するo生産されたサイザ

loan十interest十commission十growerへの支弘い

ノレをロンドンのMerchantsに売り，この売り上げ

の中から融資額＋利子＋手数料を取り，残りを

growerに支払う。

(1) R. C.トリート会社（R.C. Trcatt and Co.) 

同社はエステート経営イ－に理制grを持っている代

表的な例である。ロンドン登録のprivateco.で，

東アフリカの多くのプランテーシヲン企業のロン

1：ンにおける secretaryとなっている。現地にお

けるプランテーションは， Bovill,Mntheson and 

Co. 01！アフリカ登録の privateco.）が代理経営・して

いるo両者は具なるこつの企業であるが， 省接な

関係にあり， E.W.Bovill氏は R.C. Treattの

会長となっているo なお19'15年まではロンドンの

マーチャント・パンカ－ Matheson and Co.と関

係があった。この会社の主な｜弘l心はアジア， 特に

中国で，アジアにJardine,Matheson and Co.を

持っていた。 Mathesonand Co.の boardの一員

のBovill氏は東アフリ．カでの商売を発Hをさせ，子

会社のJardine,Matheson and Co. (East Africa) 

Ltd.を発足させた。 1945年・には同会社は改組され

て， Bovill,Matheson and Co. Ltd. として経営

代理会社となった。

Bovill, Mathesonが東アフリカで経営している

エステートの面flは約10万エーカーにのぼり，サ

イザノレ麻以外にも， コーヒー，茶，ゴム，パパイ

ヤ，ヴァニラ等を作っているo その経営代理は

Consolidated Sisal Estates of East Africa Ltd. 

Central Line Sisal Estates Ltd., Arusha Plan-

18 

tations Ltd.のサイザル・プランテーション会社

3社を含んでい石。

Consolidated Sisal Estate ば FrancisPeek 

and Co.がロンドン・セクレタリーとなっており，

発行済資本金は 23万ポンドである。三つのサイザ

ノレ・ヱステートを所有し， その回fJlは3万0874エ

ーカー（耕作地はその半分〉にの！;f'る。

Central Line Sisal Estateは R.C. Treattが

ロンドン・セクレタリーとなうており， 発行済資

本金は 19万5000ポンドであるo P~！つのサイザノレ・

エステー卜を所有し， 国税は 1万5425エ］カー

（桃作j也i万3671エーカー）にのぼる。

Arusha Plantations Ltd.はこれよりずっと規

模が小さし発行済資本金は G万ポンド，一つの

サイザル・エステートで5787エーカー（桃作j也4BOI)

エーカー〉を持つo ロンドン・セクレタリーは R.

C. Treattである。

Central Lineの会長で， Arushaの理事をして

いる Bovill氏， Consolidated および Central

Lineの directorをしている NicholasBosanquet 

氏はともにアジア地域にも関心を持ち， 特に後者

はマラヤ， 市！印のゴムその｛也のプランテーション

の directorもえ長ねていたoまた， FrancisPeek 

an<l Co.はジャワのプランテーション会社である

An広E・o・Dutchのセクレタリーも丸庭ねていた。こ

れらの事実は， 来アフリカのサイザル企業が，・ロ

ンドンを過してアジアと結びついているというこ

とを示すものであるo



(2) ドワ・プランテーションズ株式会社（Dwa

Plantations Ltd.) 

同社は独立したサイザノレ生産会社3杜の一つで

あP,1916年設立の publicco.である。発行済資

本金はG:J:i372tlポンドとなっているo Dwa ばロン

ドンで起債された最初のサイザノレ・プランテーシ

ョン会社の一つであり，その歴史は， 東アフリカ

における初期のサイザノレ生産者の苦難の歴史を反

映している口同社の経営は 1920午代は順調であっ

たが， 1929年以後の悦界恐慌によるイ1lli格の低下に

耐えられず193Jlrf.に破産， しかし管財人のもとに

生産を続け， 1937年に会社再建がなり，サイザル

月半価格上昇・のため，以後順調に経営を続けている。

ケニアlこ二つのサイザノレ・エステートを所有，そ

の面積は3方エーカーにのぼっているが，相え付

けは8000エーカーに行なわれているo 両ヱステー

トとも在ケヱアの総支両日人！こ管理される。 ロンド

ン市場で生産物を売るのは，住ロンドンの manag-

ing cl irectorで，同時にエステートで使用する機

械類の購入， Wr送りを受け持っているo

(3) ウイグノレスワース株式会社（＼Vigglesworth

and Co.) 

同社は，サイザノレ栽培から繊維製品製造業者へ

の卸売に至るまでのすべての段階を取り扱ってい

る唯一の企業である。他の shipperはロンドンの

繊維商社に生産物を売ったときに仕事を終わるが

'¥"Vigglesworthはそれ自身がロンドン繊維商社の

最大なものの一つであり， これに匹敵する規模を

持つものは， Landauerand Co., ¥Villiam F. Mal-

colm nnd Co., Hindley and Co.ぐらいしかない。

同祉の歴史は繊維貿易変遷の歴史であるo 1895 

年にロンドンに設立され， 最初はロシア，イタリ

ア， ハユィガリア産の大月末を武い付けていたが， し

だいにニュージーランド大麻， マニラ麻，サイザ

ノレj印に変わっていた。 20世紀初期には， ドイ－ツ領

東アフリカのサイザノレ麻を少量， ハンプノレグ経由

で買い付けていた。

第 1次世界大戦後， vVigglesworthはスイス人

のサイザル栽！ff,・者 JohannFranzおよび Walter

Schoellerとともに AmboniEstate Ltd.を設立，

この事業はすぐ成功して，年生産1万トンに迷す

る京アフリカ最大のサイザノレ生産者となった。

同社はロンドンに本祉をおき， 世界中に支店お

よび只い付け， 販売の代理店を置いているo1946 

~にはタンガエーカに子会社の＇Wigglesworth

and Co. (Africa) Ltd.を設立，主にイギリス製機

械類を京アフリカに輸入している。

Wigglesworthのプランテーション経営への関

心は， タンガエーカとポルトガノレ債のモザンピー

久アンゴラにわたっている。 1920年代にはベン

ゲラ（Benguella）大陸横断鉄道の建設者 Robert

¥Villiams t:ともに， プンゴラlとサイザノレ・ヱステ

ートを設立，非常に成功したが， 第2次大戦中に

ポルトガ／レ企業にこれを売却した。

Wigglesworthが現在直接な利害関係を持って

いるプランテーション会社は， タンガエーカに3

社，モザンピークに 1全上ある。タンガニーカの

Amboni Estates Ltd，は2万エーカ｝のサイザノレ

栽培地を持ち、年生産9000トンにのぼるoKikwe・

tu Sisal Estates Ltd.は1万1000エーカーの栽培

地を持ち，年践は 2500トン， RuvuEstates Ltd. 

は， 8500エーカーの栽J創出で年度2500トンをあげ

ている。モザンピークの会社は NamagoaPlanta-

tion Ltd.と呼ばれ3サイザノレ栽培地1万郎00エー

カ｝で年産3300トンを生産している。 Amboniは

イギりス， スイス資オ£のシンジケートであり，

private co.でスイスから管理されているcKikwe-

tuおよび Ruvuは外国資本， 特にスイス資本が

IS? 



はいってきてはいるが， イギリス資本が支配的で

あり， publicco.でロンドンより Wigglesworth

により管理される。 Wiggles・worthは以上のよう

な直接栽培・への関心のほかに， 他のヱステートの

生産物販売にも関心を持っており， タンガエーカ

のオランダ企業NgombeziCo.，ケニーアのスイス企

業 VipingoCo., 1939年まではドイツ企業であっ

た TeitaConcessions Ltd.と契約を結んでいる。

1939竿以前に Wigglesworthはタンガニーカの

サイザノレ麻生産量の約20%を常時扱っていたとい

われ， 通常契約外の抵も含めれば東アフリカ全体

の生産批の25～30%にのぼったといわれるo また

モザンピークの生産量の約60%を扱っていた。ま

た第2次大戦中のー括購入制度の開始前は， Dul-

getyのような shipperは， サイザノレJ月末を Wigg・

lesworthに荷送りしていた。したがって同社の東

アフリカのサイザノレ麻産業に占める比重は， きわ

めて大きいものであるといわねばならない。

サイザル栽培および販売に従事しているロンド

ン企業のほとんどすべては， 1947年までにロンド

ンの SisalGrowers' Associationにはいってい

たoしかし48年に改組されて SisalGrowers' Com-

mitteeとなリ，栽培者のみの団体となったo東ア

フリカにおける同様の団体にはタンガニーカおよ

びケニアの SisalGrowerぜ Associationがあり

メンパーは栽培者のみに限られているo これら団

体の目的はプランテージョン会社の利益を代弁

し，マーケッティングを有利な条件で行なうこと

である。第2次大戦前にも栽培’者の地位を強める

ために販売協同組合をつくる動きが見ら札たが，

shipperによる反対が強く実現されなかったo

4. 綿花

綿は1年草であD，綿花はその繊維の長さによ

って種別がなされているoウガンタ：綿は American

20 

Upland等の司：l繊＊！k・干重（mediumstaple）と Egyptian

Uppers等の長繊維航 (longstaple）の中間に位置

する種である位！7）。

収穫された種子つきの綿花は， 集荷されて繰綿

工場に送ちれ，極子は繊維の部分より取り去られ，

つぎの年にまく郁子として保存されるか， 世界m
：場に売られる。繊維の部分は圧縮包装され，これ

も世界市場に出される。

1938～39{f-のウガンタ’の紺1，作付け面積は全世界

の綿作付け面積の 1.9%, 当H寺のイギリス帝国の

綿作付け面積の5.7%であったといわれる 01:18)。

したがって世界の綿産業に占めるウガンダ綿の比

兎はそれほど大きなものではない。 しかし綿花の

輸出がウガンダの総輸出額に占める割合は， 1920

年以後は70%を越し， 1925年には最高点の 94%

を占め， 1。：.＼8年には80%となっており m.19＞，第2

次大戦後コーヒーの比重がi政府した後でも， 1951!

年にら1.5%, 1959年に 36.7%を占めている<i.I:20）。

綿花のウガンダ国民所得に対する帯J:j.を示したも

のが第四表であるが， これを見ても綿花の 1~i める

比重は明らかであるe東アフリカ各地域におけ

る綿生産は， 第2表の輸出額の大きさからも推定

できるように， ウガンダの比重が圧倒的に大きか

ったが， 最近ではタンガエーカの進出も著しい。

また束アフリカの綿花はコーヒー， サイザノレ府；

等と輸出相手国の性格が非常に異なり， イギリス

はその主要な輸出相手国となっていない。第19表

はウガンダ綿花の大きな輸出相手国別の制合を見

たものである。

東アフリカの綿花のこのような特徴を反映し

て，イギリス企業は非常に少数のもののみが綿花

を扱っているにすぎない。わずかに UgandaCo. 

のみが， ウガンダにおける綿作のパイオニアであ

り， 今日までこの地域の綿産業と緊密な関係を持
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ち統けている。

イギリス企業の比重が小さいのに比し， インド

系企業が活動している分野は非常に広く， 特に繰

綿工場の大部分はインド系の所有となっている。

インド系企業のうち最大のものは Vithalclas,Ha-

ridas & Co. Ltd.で，ウガンダに登録され，その所

有になる繰綿工場の数はウガンダに 16，タンガニ

ーカに3，ケニアに lである。しかしこれはむしろ

例外というべきで普通のインド系企業は家族経営

の小規模のものであり， ーっか二つの繰綿工場を

持っているo1924年にはワブJンダ全体で164の繰

綿工場が設立されていたが， このうち 100以上が

インド系所有であったo 1930年にはイン F＇系企業

の扱った綿花輪出は 68%にのぼるのに比し， ヨー

ロッパ企業の扱いは 8%であったといわれる他21)0

イギリス企業で緋l綿工場にi則心を持っているの

(iji位： 100万ポンド〉
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は7祉といわれ， これらは同時に他の生産物を扱

っているものが多い。この7社のうち主要な企業

の練綿工：場所有数はつぎの通りである（11:22）。

Uganda Co. 6～7工場

Liverpool Uganda Co. 

Foster Brothers 

5工場

2～3T場

Bombay Cotton Buying and Ginning 

2～3工場

だいたいの傾向としては， これらイギリス企業

は繰綿工場を減らし， インド系の手に渡る方向に

あり， UgandaCo.は特に顕著で，第2次大戦中

に8工場を売りに出したo 可＠1繰綿工場の絶対数

も低下し， 1956～57年度にワガンダ全体で操業中

のもの1~~5, 1957～58年度で130となっている（l.l:.23)0

しかし生産は増大しているので， この数字は工場

の大型化を意味するものと考えられるo

綿花粉出商社としては， インド系企業が重要で

あるが，イギリス系では， RatliBrothers Ltd.お

よび LiverpoolUganda Co.が活動している。

(11 ウガンダ株式会社（TheUganda Co.) 

同社は 1903年に創立され， ウガングにl躍を据え

た最初のイギリス企業である。 ウガンダでは当初

キリスト教室教団のCMSにより，原住民に手工
業，大工イ上事，洋服仕立， 土木仕事等が教えられ
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たが， TheUganda Co.の設立の目的はこの仕事

を商業ベースに釆せることであった。したがって

同社の創立者は， CMSの活動に深い関心をはら

っていた理想主義者たちであった(/t,24）。

同社はロンドンに私会社として主主録され， 後に

30万ポンドの資本金を持つ公開会社となったG C 

M Sとの関係はしだいに？掠れていヮたが， l司社の

株主の多くは創立時代からの者で牧師が多いのが

特徴である。

初期の同社は数種類の作物の栽培を試み， -II寺

はゴム栽培－に大きな期待がかけられたが， これは

後には失敗に撚わった。これに対して 1904年に導

入された綿はただちに成功を収め， 1906年には同

社は， 手動繰*fi1機の代わりに恭気機関を原動力と

する恕！綿機を購入せねばl≫Jに合わなくなったo

綿生産の名.Gillな発）J是にもかかわらず， 同社の経

営は良好とはいえず，創立以来33年間の配当は，

発行済資本金の 1.8%であった（住2！＞）。経営不振の

ため TheUganda Co.は1936年に大改革を遂行，

資本金を 11万2500ポンドに減らして合理化を行な

った結果， 1939～45年の第2政大戦中，毎年20%

平均の配当を続け，大きな収益を上げた。

The Uganda Co.の綿花に関する関心は主とし

て繰綿および販売であるが，~骨i出貿易は扱わない。

以前は綿種子も扱っており， 穂子将製工場を持ち

Lever Bros.の粗種子に対抗して精製種子の輸出

を扱っていたが，工場は 1939年に閉鎖され，現在

は粗種子を少量扱っているだけであるo

しかし綿花以外の活動は非常に活発に行なって

おり，特に茶の生産およびイギリス製機械， 自動

車等の輸入の方向に伸びを見せているο

茶園の経営は19341fに始まリ， 900エーカーの

土地と 1工場を所有している。またロプスタ，ア

ラピカ両稲のコーヒー・プランテーションも所有
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しており，そのi白

自励Jjl：会社の代理店．としての活動は， 最近では

大きな比重をrsめ， FordMotorへDunlopTyres 
等大企業の代理店となP金利潤のが・J2分の 1を上

げているといわれるo イギリス製品の輸入活動拡

大のため， ケニアのナイロピにも事務所をifくよ

うにな孔 1、heUganda Co.は綿花中心の企業よ

丸一般輸入商社としての性絡を強めてきている。

ウガシダのi.m産業についてのウガンダ政附の役

:,1-~1について一言しておくと， 政府は綿について

192G年頃上り深い関心を示して種々の介入を行な

ってきておリ〈注m，線約工場は許可制となり，忠M

花買い付けのII判明，種子っき綿花の命Ii格， 緋！綿工

場の手数料笥；は公定制Ii格を定．めて， 綿花販う·~の而

での規制を行なってきたU 主た第2次大戦にはい

ると， 綿花生産全.：Mをイギリス＊ill給省の－・M購入

tl目JL支の取り扱い下におき， その｝仮売を保＂i1il：した。

このような新しし、mリ伎の下でも既存の販売チベ’ン

ネルは維持され， TheUganda Co.の経常的続得

は， このj切nHiこむしろ好制に，1民じている。

第2次大戦後の 1949年にはウガンダに綿花！阪必

庁（LintMarketing Boarcりが設立され，綿花生産

会長の買い付け．および販売を行なうことになって

初めて綿商社の活動分野が著しく変化したと思わ

れるが，その実体は明らかでない。 しかし西・アフ

リカのコーヒー・マーケッティングボード寺）；の例

から比ても， 凶作の大商社はボードの代理店とな

って，集荷，繰おi¥, j説先の主/J務面を担当している

ものと考えられる。

5. 一般産品

一般R'ff.品（generalproduce）とは，この場合アフ

リカ人生産に頼っている雑多な産品，共体的には，

皮革，綿種子，クローグ，！時3そろう（heeswnx), ワ

ットノレ樹皮，マングローグ樹氏，コプラ， ごま， 品．



1ヒ生，やし核， i市街，チリ，アラビアゴム，カポッ

ク（kapok），ラフィア (I知市n），行革：市，ノ〈タ油（ghee),

カシューナッツ（Cashewnuts）をt旨す。 アフリカ

人生産のコーヒー（ロブスタ組〉は独立した項目で

倣ってもよいほど重要な産品であるが， 前記の一

般産，＇r'/1を扱う同じ商社によって扱われることが多

いため，スタール女史の分類に従い， この頃で倣

うこととする。

一般産，fl，は奥地で）Ji（住民とj(（接接触して買い付

けが行なわれるために，特に経験を積んだ社員と，

集荷，選，J1Jのための組織が必要とされる。このよ

うな似住民との直接な商取引にはインド人が虚裂

な役仰を演じているが， これら産品のi愉Lllは，イ

ギリス系数社に｜吸られている。

一般産品を倣う 3大商社は， Leslieand Ander• 

:-;on Ltd., A. Bamm¥nn and Co吋 TheUnited 

Africa Co.であるoこの3祉の特徴は，アフリカ

人一般産品輸出以外にも秘々の：事業を行なってお

り， 輸入商社として活動の比；重も大きいが，エス

テート経営の生産物には全然関心がないことであ

るo

原住民生産物はリスクが；kきいといわれ， また

世界ilT場で販売するには，＇品質の等質性がない不使

さがあった。この；.！／，てe東アフリカ政府の介入は大

きな役：.！f•I を来たし，特に 1930年代より強制的な述、

日lj方式を旅して貨の向上をはかり，買い付け業者，

加工業者に許可状を発行して販売経路を改替しよ

うとしたo このような政府介入にもかかわらず，

蜂盗ろう， ワットノレ樹皮，チリ

等には選別方式がまだ導入され

ていない。

このような状態のもとにあっ

て，原住民一般産品を扱う企業

と植民地政府との関係は非常に

也：接であり， 政wの政策決定の相談にしばしばあ
ずかった。たとえば A.Baumannand Co.はウガ

ング政府にロブスタ極コーヒーの第l次加工につ

いて進言し， 子会社の A. Baumann and Co. 

Uganda Coff ce Mills Ltd.を1930年代に設立，一

時はそのカンパラおよびマサカの工場で， ウガン

ダ・ロブスタの40%を加工したといわれる0.¥:27）。

しかしこのような政府と企業の関係がこれら地域

の政治的独立迷成後も続けられうるかどうかは疑

問であるが， どのようにその関｛系が変化したかを

示すような資料はいまだ見当たらない。いずれに

してもアフりカ胤住民がこれらイギリス企業に現

在まで依存してきた程度は， 非常に大きかったも

のと考えられるo

(1) A.パウマン株式会社（A. Baumann and 

Co. Ltd.) 

創立は1894年で， 最初は本社をロンドンにおい

ていた。初期には中国，インド， 南アフリカで商

社活動をli°!i発に行なっていた。 :w:アフリカへの進
IHは1926年に始まり， 1948年には会社は大きく改

組されて，私会社から発行済資本金30万ポンド，

資本金リザーヴ35万ポンドの公開会社となり，本

社をケエアに移した。主要な活動はイギリス製品

の輸入（セメン！、鈴鉄｜払金属製81'1，綿織物等〉と

派住民一般産品の輸出で， 特にウガンダのロブス

タ・コーヒーおよび綿種子の輸出に占める聞社の

比盛は大きい。同社の活動を図示するとつぎのよ

うになる。
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(2) レスリ｝・アンダーソン株式会社（Leslie

and Anderson Ltd.) 

同社は 1882年に南インドの生産物，特にコーヒ

ーを扱う目的で設立され， その後中国大｜密，ホン

コンでも商社活動を行なっていたo1921年に来ア

フリカに事務所をおいて進出， 他の地域よりもず

っと重要な活動を行なうようになった。本社はu

ン戸yにおいている。

同社の主要な活動は，京アフリカにイギリス製

品を販売し，原住民生産物のコーヒー，綿花，コ

プラ，クローグ，チリ，綿種子等を世界市場lこ販

売する。また同社はエステート栽培・のアラピカ・

コ｝ヒーも扱っているo イギリス製品輸入の中で

は特に繊維製品が霊裂な位置をtlめ， 原住民生産

物の中では束アフリカのアプリカ人生産コーヒー

の30～'10%を扱うといわれるo コーヒーの買い付

りは， ウガンダでは会社の代表人が回って行なう

が，プコパ地方では， インド系商人が集荷したも

のを買い付けるo皮革は全然扱っていなし、。

(3）ユナイテッド・アプリカ株式会社（The

United Africa Co.) 

同社はイギリスのマンモス企業 Unileverの子

会社であ!J' 詩人アフリカ地域において絶大なカ

を持っている商社であるo1929年の創立以来東ア

フリカに関心を持ち，ケニアの Bullowsand Roy 

Ltd.ほか多くの企業を汲収合併し， 1936年は同隊

に現地の古い歴史を持つGailayand Roberts Ltd. 

を吸収，規模を広げてきた。同じ頃 TheUnited 

Africa Co.の東アフリカ 3地域の支店は，それぞ

れ地域ごとの子会社となり， TheUnited Africa 

Co. (Kenya) Ltd.，’rhe United Africa Co. (Ugan-

da) Ltd.> The United Africa Co. (Tanganyika) 

Ltd.と名を変えた。その他の子会社の名称と活動

の内容はつぎのとおりである。

24 

Gailcv and Roberts Ltd. ) 
:r 11 (Uganda) Ltd. l成業および
。 ('1、叩削ka)Lt<l.J －般機械販売

Mowlem Construction Co. Ltd. 建設業

J. L. Rid<loch Ltd. Gailey & Roberts と 1~,1tl'< 

Associated Hardware Ltd. 同上

I3ullow::; and Roy Ltd. 一般商品販売

Taws Ltd. 文房具，事務機械販売

第2次世界大戦中より， 一般産品の販売組織も

大きく変わり， 政府による種々の一指買い付け制

の下で， 前記のよのようなイギリス商社は政府の

代理店のような形にならざるをえなかったが， イ

ギリス商社はその後も原住民一般産品の90%を扱

っていたといわれる（tl:.28）。

CH: 4) K. Stahl, ibid., pp. 179～18:J. 
01: 5) oρ. cit., p. 212. 
(tl~ 6) 故近， ケニアの・をンパサーに本u：をもっTh己
African r..-Iercantilc Co. (Overseas) Ltd.を設立した。

(!-1: 7 ) lく.Stahl, ibid.リ PP・ :mi～220. 

0.1! 8 ) Op. cit., p . .224. 

くお：9) Edmund Schluter ll：のメ.，：－0 Oρ. cit., p・

225. 

0:tlO) 別ギI：は Dalgctyand N山vZealand Loan 

Ltd.としてi自動している。

〈泊：11) 同祉のケコフにおける会主I:R. E. Smith 

ancl Co. は茶工場の経常1U~4！.を行なっている。

(ll.:.12) K. Stahl, ibid., p. !~36. 

（注目〉 C. Leuhuscher, Bulk Buying from the 

Colonies, London, 1951>, p. :tl 

Ul:14) K. Stahl, ibid., p. 24~>. 

(U:15) Op. dt., p. 25.2. 

( tl:16) Op. cit., p. 257. 

(7;];17) 筋2次大戦後ウ jlン〆はJ;H.泳競争fiのBI’52 
を）1堵するようになった。 Leubuschet・,ibid., p. 60. 

〈注18) K. Stahl, ibid., p. '.:!7:-3. (fmlu!>trial Fibres, 

i出ueclliy the Imperial Economic Committee, UJ3~J.) 

(tl:19) 0ρ. cit., p. 274. 

（注20) Ugnncla Protectorate, Statistical Abstract, 

1959. 

（注21) L. W. Hollingsworth, The Asia11s of East 



Africa, London, HJ!iO. 

Ul:22) K. St1.1hl, ibid., p. :t76. 

(il:2:1) M本プラント協会J少がングの限前：J干↑NJ.

37ベ・ージ。

(tl~24）特に［iijti：自11立に功労があったのは， Sil'

Victor BuおLOnおよび SirIミobertWilliamsである。

Sir Buxtonはli,J院なJiu貯で， 1906-,i.'－にケニアに：EH:$l

African Indu且tricsLtd.をfr止す．した。

c rn2s) 1く.Stuhl, il>id吋））.280. 
（注26) G. B. Mm,cfickl, Agricultural Change in 

Ugmzd，α：l!J1（，・1960,Fuocl Re.search Inst iwtcSlUdies, 

l\•fo.y, 1962, p. 91. 

( tl:27) Op. cit., p. 285. 

(tl.:28) Op. ci人 p.2以上

町市！i び

本論文の趣旨は， ｜日イギリス領束アソリカと11子

ばれていたケニア， ウカ♂ンダ，タンガ‘ニーカ，お

よびザンジパノレの地域をヰi：例として取り.1-:f:f，こ

の地j或におけるイギリス企業の成立過程と活動の

状況を見ることによって， 新興独立諮問が逃産と

してうけついだ拙民地経済とは何かという疑問に

先を当てようと試みることにあったo

東アフリカへの射Tull¥農産物の導入にm1して特徴

的なことは，その！壁史が非常に新しいことである。

ケニアにおいては， 1904年頃より始まるヨーロッ

パ人移民の入植とともに I愉山周農産物の導入も行

なわれたが， じゃカ旬、も，去， 果物， コーヒへ

とうもろこし，ゴム，綿花，諸繊維植物，タバコ，

砂糖キピ笥；が試みられた後，コーヒー（アラピカ種〉，

サイザJレj恥 とうもろこし等少数の農産物に特化

する結果となった。

ウガンダにおいては 1903年に綿花栽培が始ま

り，アフリカ人小般の生産による綿花輪出がすで

に1907!j：.頃より軌道に乗り， 1918年にはウガンダ

全輸出の78%を占め’るまでに延び， その経済は急

速に単一栽培（monoculture）の型となったo

クンガコーカでも初期には随々の成作物の栽培

が試みられたが， 189~J 年にサイザノレ麻の導入が行

なわれ， ヨーロッパ人経営の大規模段闘の方式で

その輸出は急辿．に拡大した。

ザンジ．パルのクローヴの導入り脱11：はやや古

く， l日18年頃，当H寺のプラブ系支配者によって導

入されたものであるが， ここでもその経済はクロ

ーヴの輪山に負うこととなったo

このように束アフリカが・世界経済に， 数舗の熱

イg:J］量産物に特化した形で巻き込まれたのは， だい

たい20世紀にはいってからであり， 腿Elゴ内には

非常に新しい事柄である。特化した原因には，植

民地政J('.J：の奨励， 気候土壌が過していたこと等が

考えられるが， さらに111張な)jj(I却は，これらi*=，＇，百

を世界｝！？場に泡桜つなげる役を果たしたイギリス

商社があ＇｛協 1'1'-Jに栽端・を奨励したことにある。 これ

らn'fl全l：は， TheUnited Africa Co.のような巨大

会社はむしろ少なく， 19世紀q，別に私会社，合名

会社のような形でロンドンに設立され， アフリカ

以外の地域，すなわち極東，インド， 中I十J米等で

聞社活動をしていたものが， t!11次大戦後， 東ア

フリカに手を延ばした企業が多い。．これら商社は

サイザノレj恥を例外として農産物の生産には直接関

係せず， fl三~王者に対する融資， ~J.：＿慌物の販売のい

わゆる流通部門を揺ることによリ，東アフリカ全

体の経済を担った。東アフリカの経済が少数の輸

出股産物に偏情して， 可:i.－栽培・の形に近かったた

めに， 少数のイギリス商社による流通部門の支配

も可能であったといえるであろう。多くの商社は

扱う産品の種類を限っており，産品別に見た商社

の性格は，今までに見たように非常に異なってい

るo コーヒー（アラピカ紐）を扱う・商社は対象がヨ

ーロッパ人j決闘であり，その前倒jは浪－業， 金融，

販売に限っているが， サイザ／レj訴の場合はアジア
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祁－｜五｜で行なわれたような経常代理UM：ニ近い品It織が

採らJI,, IJ ン lご・ン企業のi也被~！：／：度経常の七｜：格が強

い。綿花の場合はインド系商人の扱う分野がjム・く，

生産は}Jj（住民小燥が行なっており， イギリスR百祉

の役；l;-1］は比較的小さい。一般店（住民ili'Ui7.』に，.~.J して

はイギリスfff1祉と杭民地政!l:rの関係がことに緊：ff;

であったが， これは経済多角化の必要を感じた植

民地政府が， この部門の活動をJ守つイギリス商？土

に~Ji ったものと見られる。またこの部門の商社は

拠地でjJj（住民とl丘接接触するために， むしろイギ

リス百fi,WdVJZ売がその並立さな前！肋と考えられるo

これら向祉の活動に特徴的なことは， 京アフリ

カの政治にはあまり｜則心を示さず， その政治に介

入することを級位・に避けたことであり， 第2に京

アフリカを常に一つの経済単位として扱い， ケニ

ア，ウガンダ，タンガニーカ， ザンジパル各地Jl先

の1/ljには何のi；本wもないようにi百四jしたことであ
る。；ri1 の l.（では人組問題が手I：’ti~’に複雑で，ケニ

アのヨ・ー 1』ッパ系移民の政治に｜品｜する敏感さに触

れがたかったこと， インド系移民を！な1~J！主 l』，i労働

者・として佼！J/1していなかったために， そのために

j出こりうるl改1台｜悶j国をl[t!J盟できたことであり， 負’5

2のl.Zの胤11-1としては， コンゴ盆地条約の述i山地

域であったたために， 京γフリカ各植民；Iむが相互

1111に関税部盟主もうけられず， また通貨が共通で

あったこと， 五li愉交通機関が共通であったこと等

であれ その結栄としては，ごく最近のJI,!・アフリ

カ辿邦結成への！日jきの1J;・1誌となる経済的環抗を造

リ出してきたことが？則前できょう。

第2次IJl:Y仏大戦が京；アフ yカのイギリス企業に

」j.えた影響は， 二つの]f到の複雑に入り交った関

係としてとらえられる。第1に東アフリカ経済全

体として第 2 次大戦は~WIいを与えたo 辿合凶ftlllに

とってこの地域は戦略上重要な地域であったし，
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イギリスにとって拙民地全体目は， 戦争遂行.l:111裂

な資源の供給i也であり， 大切に保存されねばなら

なかった。ケニアのイギりス基.J也は，大戦中，ア

フリカ人部隊の蚊，tJJ也であり， 多くの物資の；1.~：~

をII予び起こしたo そのj二死iアフリカにはサイザル

）僻のように代将品のマニラ麻の供給が止まったた

め， iili合同 ~I.I］の硯繊維に対するw.~：要をー手に引き

受けた産品もあり，補給路の短い有利さから小去，

怖政－~wJ，コ－ 1－：ー，茶， ｜除虫菊その他極々の）！~i>'({

物のJ.1'1)産が奨励さjしたG 東アフリカ経済は戦争，11

を通して活況を皐し， この地域で活動を続けたi向

祉の潤いとなったU

第 2 の~：医！は， イギリス政J!:fもIi給省による一括

i：れ、付け制度（BulkPurc.:h山 G :,;y邑LCul）の導入であ

る。京アフリカの主張な炭産物は，すベてイギリ

ス政wが長期l契約で一定故を買い付けることにな
り， それまで米アフリカ出産物のj仮5・4を扱ってい
たイギリス間祉は， その認可を受けてのみii~・！日Jナ

る機会が・＇i・えられたu このllilJ皮は｛龍かに生産者の

マーケッテイングに｜到する発言権を大にし， 生産

；~－による iU:銭 J！反うどへの傾向を助けることになっ

た。たとえばケニアのアラピカ極コーヒ一級i告の

ヨーロッパ人民｜虫！主の凶体である CυffeeBoard 

of Kenyaは1930年代より，生産者・の正！；抜j版記を

めざして設立されたものであるが， j脱泥酔j祉の以

対で尖現が困難であった。一括J~ い付け；lilJの導入

は事館、を大きく変え， j以売商社はこの制l立の下に

代理！店として活動することになったので， これら

商社がばく大な l・1・III¥］利潤を取る機会はなくなっ

た。戦後のコ］ヒー・マ｝ケッティング・ボード

の設立により， 生産者のほf:Wl坂~I己への印Jきは相当

によ主体化されたといってよいであろう。

同．憾にウガンダにおけるリント（綿化〉・マーグ

ッティングボードやロプスタ種コーヒーのマーケ



：尽のr:m1弘引き行なうことができたこと得により，
イギリス企業は依然として大きな収益を京プフリ

カで得ることができ， 流通告1；門をなお強い力で判1

えている。今後のイギ ！） ス企業の来アフリカ股怪

物の販売機構に占める役＇. il戸Jは各民産物ごとに設立

されたマーケッティングボードの逃｝践し、かんによ

るものと？拾えらhる。

(H:29) これらのマーケッティ γ 〆・ボードは火月~~

j1'1：後4長官lの／111il't守it余刷会．をロンドンに杭み点てた。 lJl
:(1：では!lrl花ffil引として況濯な機能を県たしている。

（アジア車f.i汚研究所；問1f.lWJ¥: (i1,t~ 6調由主〉

ッティングボードの設＿，＇1.：も， 一t百gい・Hけilillのj((

桜の旅物であり， 民IHJ聞社のj桜花岡での活動を規，

n~J したという点で， それまでがjlえられていた生産

者の前接販売への動きに大きく寄与したというこ

とができる (II却｝。したがって一指買い付け制度は

イギリス聞社の活動を全体として大きく制限する

要悶となったことは否定できない。 しかしながら・

前に述べたように， 第2次大Jj説中を通じて京アフ

リカの経済は大きく成:l正したこと， 一括買し、付け

1llリの代恕肢として指定された企業は依然として大
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